
令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立吉原第一中学校 会長名   豊島 大輔      

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・総務会を縮小規模（顧問、会長、副会長、部長のみ）で開催した（２回）。また、臨

時総務会（縮小開催）を３回開催した。 

・夏休みの巡視活動を少人数で実施（１回）した。 

・卒業生コサージュづくりについては、感染予防策を徹底し、予定通り実施（２回）。 

・ＰＴＡふれ愛ひのきギャラリーを設営した。 

・三校合同専門部会（成人教育部、体育保健部）を開催した。 

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

・コロナ禍に伴い、多くのＰＴＡ事業を取止めすることになったが、実施できた事業か

ら次年度の事業方法について参考となるものがあった。 

・臨時の総務会を開催することによって、学校の近況や宿泊行事等に対する意見を出し

合い、共通理解を図ることができた。

・ＰＴＡふれ愛ひのきギャラリーを設営したことで、ＰＴＡ、地域、学校がつながる空

間ができ、ＰＴＡ事業での活用が期待できる。

・三校合同専門部会（成人教育部、体育保健部）を開催したことで、次年度の三校合同

事業の共通理解を図ることができた。

－反省点－

・コロナ禍に伴い、多くの PTA 事業を取止めすることになり、学校教職員や保護者同士

のコミュニケーションや親睦を図ることができなかった。加えて、総務会の縮小開催

により、ＰＴＡ総務会役員に心配や不安を掛けることになった。

－改善案－

・「新しいＰＴＡ様式」を合言葉に、次年度は中止ではなく、従来の事業内容にとらわ

れず、形を変えたり、感染予防策を徹底したりすることで、ＰＴＡ事業を進めていく。

・マチコミメールを活用し、各専門部の配信が可能となり、総務会開催方法や各事業の

開催について、周知できるようにしていく。 



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名  吉原第二中学校        会長名 佐野 涼子

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・withコロナの学校生活において、学校を支えられる活動
・保護者が参観できない中で、日常生活の様子を伝えられる取組

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

・古紙回収を、生徒や保護者参加の回収方法から、コンテナ設置に変更した。

 ２回のコンテナ回収で、それほど多い金額ではないが、利益を上げることができた。

・ＰＴＡ役員による写真撮影ができなかったため、学校職員の撮った写真を用い、ＰＴ

Ａ新聞を発行した。

・ＰＴＡ執行部役員によるドローン撮影を行い、３年生が教室で活動する様子を卒業式

前に保護者に見せることができた。

－反省点－

・コロナで予定した活動が中止になった専門部があり、何も活動に参加せずに１年間を

終える役員が出てしまった。

－改善案－                   

・令和３年度は、withコロナを想定した活動計画を立てる。
・今まで通りではなく、新しい活動を模索する。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立吉原第三中学校    会長名 井関 克

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

家庭教育委員会：玲瓏祭体育の部協力・制服バザー（昼休み）：中止

豊丘村リンゴ斡旋の協力：中止 

卒業生へのコサージュ制作

３年生を送る会で卒業生にコサージュ贈呈

環境整備部：ＰＴＡ奉仕作業（樹木の剪定・草取り）

古紙回収（新聞・段ボール・雑誌）

豊丘村リンゴ斡旋の協力：中止

成人教育部：PTA新聞「季みどり」１８号の原稿依頼・編集・発行
PTA新聞発行（「さみどり」106号・「さみどり」107号）：中止
運動会手伝い（行事写真撮影、警備手伝い）：中止

豊丘りんご斡旋手伝い：中止

生活指導部：運動会見回り：中止

姫名の里祭りの見回り：中止

「かけこみ 110番の家」の依頼
豊丘村りんご斡旋の手伝い：中止

体育保健部：原田地区生涯スポーツ キンボール大会：中止

運動会でのテント撤収作業：中止

豊丘りんご斡旋手伝い：中止

豊丘担当：アップラザのリンゴ消毒作業

２年生豊丘事前打ち合わせ：中止

豊丘村勤労体験学習会・事後反省会：中止

豊丘村りんご斡旋：中止

ＰＴＡ本部事業：第１回本部役員・常任委員会・ＰＴＡ総会：中止 

        第２回～第４回本部役員・常任委員会

豊丘受け入れ農家との懇親会：中止

豊丘受け入れ農家との反省会：中止

豊丘村りんご斡旋：中止



取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－ 

・毎年行っている豊丘村りんご斡旋はコロナ禍のため中止となったが、奉仕作業と古紙

回収は、生徒、教職員、ＰＴＡが力を合わせて行うことができた。この活動を通して

生徒、教職員、ＰＴＡの一体感を持つことができた。

・コロナ禍であったが、第２回～第４回本部役員・常任委員会と新旧合同本部役員会・

専門部会には、多くのＰＴＡの方々が参加し、学校の現状をＰＴＡと共有することが

できた。

・コサージュ作りを例年の図書室ではなく３年生の教室で開催することで、感染症対策

もしながらスムーズに活動することができた。

－反省点－ 

＜各部からの報告＞ 

・生活指導部では、今年度はコロナ感染防止のため行事もなく活動できませんでした。

来年度は、コロナ感染が落ち着いて活動ができるといいです。

・体育保健部では、今年度はコロナ感染防止のため行事が中止となり、残念ながら活動

ができませんでした。来年度は、活動ができることを祈っています。

・今年度はコロナ感染防止のため様々な行事が中止となり、ＰＴＡ活動ができませんで

したが、毎回ＰＴＡ役員会・常任委員会には多くの方々がご出席いただき本当にあり

がとうございました。

－改善案－                    

・年々生徒数も減少となると共に保護者数も減少となり、ＰＴＡ役員を選出することが

困難な状況にある。吉原三中としては、再来年度から保健体育部と生活指導部を合併

して１つの部にすることを考えている。

・各専門部で活動に必要な部員数を考えてもらい、各専門部の部員を必要最低限の人数

とすることで、次年度のＰＴＡ役員選出への負担を軽減させたい。

・今年度は開催されなかったが、ＰＴＡのつどいに展示する学校紹介壁新聞は無くした

らどうか。生作にかなりの時間を費やすことになるのでその負担を軽減したい。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 元吉原中学校      会長名  浦田 佳姿          

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・コロナの影響で、例年に比べ行事の変更、中止があった。

・奉仕作業は９月に感染対策をして実施した。

・廃品回収は例年と異なり、回収ボックスを学校の敷地内に設置して実施。

・挨拶運動を年３回、長期休業明けに実施。

・支部長会の議題を精選し、負担軽減と効率化を図った。

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

・廃品回収で回収ボックスの設置は初めての試みであった。まだ金額は不明であるが、

時間の有効活用ができた。また、例年通りの回収方法では、町内でトラックを持ってい

ない地域もあり、回収業者への搬入の往復が多くなるが、回収ボックスに各自で搬入す

る方式なので負担が軽減された。

－反省点－

・昨年度に引き続き、近隣住民から廃品回収の回数を増やしてほしいとの声がある。

・廃品回収の回収ボックスまで来られない人への対策を工夫する必要がある。

・初めての試みだったので、認知度が低い可能性がある。

－改善案－                   

・これからの廃品回収の回収ボックスの設置回数、方法、期間、住民への認知度を上げ

るなど、さらなる工夫が必要である。

・コロナ禍において、従来の回収方法でも実施可能かどうかを模索する必要もある。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名  吉原東中学校      会長名  成島起代子

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・新型コロナウィルス拡大防止の観点から、主だった活動が実施できなかった。

・実施できた活動は、常任委員会と家庭教育部による卒業記念品の準備と制服やジャー

ジ等のバザーのみであった。

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

・常任委員会は実施できたため、各専門部の活動等は随時実施の可否を全体で相談する

ことができた。

－反省点－

・従来は常任委員会と専門部会が同日開催であり、常任委員会の開始直前に専門部会を

開いていた。その際、多いときで約 7割の保護者が集まっていた。密状態あった。

・毎回、常任委員会の司会やあいさつが輪番制で回っており、慣れない人物が担当する

ことにより、役員に負担がかかっていた。

－改善案－                    

 ・専門部会は SNSや常任委員会実施日前に行うこととなった。会合機会の削減につ
ながり、負担が減った。

 ・常任委員会の司会は校内 PTA事務局員が担当することになり、すみやかに次第や
あいさつが進行し、濃密な会議を短時間で行うことができた。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名  富士市立須津中学校    会長名  小林 裕明   

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・新型コロナウイルス感染症の影響により予定されいた、生活指導部の情報安全講座、

環境整備部の奉仕活動、体育保健部の球技大会は中止となり、成人教育部の PTA 新聞
発行は編集方法を変更して実施した。

・以前から地区の世帯数が減少しており、地区によっては部員を選出することが困難に

なっていた。そこで、持続可能な PTA 活動となるために、専門部の活動の見直しを行
い、地区から選出される専門部の部員数を柔軟に対応していくこととした。（令和 3年
度 PTA総会において提案予定）

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

・コロナ禍において、できる活動が限定されたり、中止したりすることが多かった。そ

のため、活動時間の短縮や規模の縮小を検討して事業の効率化を考えたり、専門部の主

催事業を例年とは異なる活動に変更する計画を立てたりするなど、専門部の活動を見直

すきっかけとなった。

－反省点－

・今年度は、各専門部会を開催することができず、部員に選ばれたのに活動をせずに終

わってしまった部会があった。

・会合の開催や中止の決定が、生徒と通して専門部の部員へ伝える方法になっており、

部員へ直接伝える体制が整備されていなかった。

－改善案－

・1年間活動がない専門部もあったため、仕事の引継ぎには、前年度の専門部長も参加
し、事業を継続するうえで困らないようにした。

・専門部ごとのメールリストを作成し、登録してもらうことで、部員へ直接情報を伝え

ることができるようにした。





令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立富士中学校    会長名  伴野直美

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

1 コロナウイルスの影響による今後の学校生活のあり方について意見交換
2 次年度役員選出におけるブロック編成の一部変更
3 次年度 PTA会費の見直し

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

1 かつてなかった長期休校等 生活環境が一変し、戸惑いと不安の多い時期に各役 
と貴重な意見交換をすることができた。

2 前年度から役員選出ブロックごとの生徒数の変化とともに人数の偏っていたため 
ブロック編成を変更することにより以前より均一になった。

3 会費 20円減額（次年度の総会で承認予定）

－反省点－

コロナウイルスの影響により活動が思うように出来ず、ほとんどが中止になってしまっ

た。来年度以降の活動内容を見直す機会であると思ったが、十分に時間が取れず大きな

変更までには至らなかった。

－改善案－                    

ピンチを改革のチャンスに

PTA活動を見直しし、スリム化を進めること



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立田子浦中学校    会長名 石川裕康

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

本年度はコロナの影響で PTA 活動自体がほぼできなかったです。その中でも総務会
で今できることをやろうと、月一度の総務会や毎月１５日の登校時の挨拶運動に参加し

て少しでも先生や生徒に寄り添っていこうと頑張りました。

また、密を避けるため、例年より少ない人数で、軍手、マスク、アルコール消毒を徹

底して古紙回収を 2回実施しました。夏休みには総会メンバーのみで夜の巡視活動を行
いました。

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

古紙回収で人数制限をし蜜を避けて、マスク、軍手などを使用し直接人の触ったもの

などに触れないようにして活動することができた。最後に念のためにアルコール消毒を

行った。

－反省点－

－改善案－                   

 できる限り総務会のメンバーで話し合って（ラインによるグループ会議）な

どを活用して、来年度は少人数でも奉仕活動など今年できなかったことをでき

るようにしたい。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立岩松中学校    会長名 植松 弘毅        

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

学校と地域と共同で取り組むイベント等を通じ、地域全体で生徒の成長を見守る

取り組みの効果

１． ○有    ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入）

－具体的な効果－

新型コロナウィルス感染拡大防止のため活動を行えなかったが、地域と共に行っ

たアルミ缶回収や中学校区内の小学校 PTA と共に行った清掃活動を通して、本校
のみの活動ではなく、様々な団体や人々と活動することの大切さがわかった。

－反省点－

予定していた様々な活動が行えず、次年度への「活動を見せて教える」という引

継ぎが十分行えなかった。

－改善案－                    

新型コロナウィルス感染拡大防止に関係する様々な件をチャンスとして捉え、

PTAとして本当に必要な活動を見直していくことで、一般 PTA会員の方から役
員になる人数を増やしていくことができると考える。また、市Ｐ連、県Ｐ連の活

動も本当に必要なもののみを残し、省力化していくことで PTA 会長のなり手も
増加すると考える。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告 

学校名 富士市立富士南中学校 会長名 齋藤 勇介         

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容 

・古紙回収 

・PTA 新聞発行 

・卒業生用コサージュ製作 

取り組みの効果 

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを-反省点-に記入） 

－具体的な効果－ 

・新型コロナウイルス対応の為、PTA 活動の全般的な見直しの良い機会となった 

・古紙回収は従来の方法と替えてコンテナ設置にし、回収時の密を避けた 

・PTA 新聞を発行し、PTA 活動の周知をした 

・例年と同様、卒業生へのコサージュを製作し贈った 

－反省点－ 

・古紙回収では、地域を回って回収することをしなかったため、収益が従来の２０分の

１程度であった 

－改善案－                     

・新型コロナウイルス対応のため、古紙回収はコンテナ設置方式の回収とした。回収時

の負担は軽減されたが、収益も大きく減ってしまった。そこで、次年度は１度は地域

を回って回収、もう１度はコンテナ設置方式の回収とする。回収量を増やせるよう、

今まで以上に地域に周知徹底たい。 



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立鷹岡中学校   会長名  松山義之

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くの活動が中止となった。その中で、

正門でのあいさつ活動、ＰＴＡ新聞発刊（３回の予定を２回に）、卒業式のコサージ

ュ準備等やれることをやっていった。

・ＰＴＡ活動の精選、見直しの好機と判断し、各活動の見直しを行った。

・ＰＴＡ組織のスリム化にも取り組んだ。 

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを‐反省点‐に記入）

－具体的な効果－

・ＰＴＡ総会の中止、書面決議により、次年度の書面開催につながった。

・アルミ缶回収の廃止により、体育館横に回収袋を常設しての回収に変更。次年度の環

境整備部の部員数を減らすことにつながった。

・各地区からの、三役、専門部員の選出人数の検討を行うことができた。

・ＰＴＡの各会合の必要性を検討した上で、回数を減らすことができた。

－反省点－

・ＰＴＡの会合の回数が減り、行事も中止となり、活動が全くない専門部もあった。

・インディアカ大会、ファミリーバドミントン大会のナイターリーグの中止で、活動が

完全に停滞した。

－改善案－

・新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、できる活動を行っていく。

・インディアカ、ファミリーバドミントンついては、世の中の情勢に鑑みて実施可能か

どうか判断していく。

・ＰＴＡ規約と照らし合わせて、副会長職の人数の見直しを行う。

・今後、紙面でのＰＴＡ総会の開催の常態化についても議論していく。規約も見直す。

・ＰＴＡの会合の回数を精選する。

・ＰＴＡ新聞の発刊数を２回にする。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告 

学校名 富士市立岳陽中学校      会長名 髙木哲士         

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容 

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた活動への転換 

  ・三校合同の通学路親子清掃活動 

  ・事前申し込み制による学校用品限定バザー 

  ・「ジュニア防災」記事発行 

  ・体育大会ＤＶＤ作成提案 

・卒業生のドローン撮影企画提案 

〈その他実施事業〉 

 ・ＰＴＡ新聞 2回発行 

 ・古紙回収（回収ステーションへの設置 3回、回収活動 1回） 

 ・下校時見守り活動 

 ・通学路あいさつ運動 

 ・卒業生へのコサージュ作り 

取り組みの効果 

１． 有    ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを - 反省点 - に記入） 

－具体的な効果－ 

年間を通して新型コロナウイルス感染防止を最優先とした結果、表立った活動は減っ

たが、三密回避可能な活動、学校への提案活動に移行できた。 

また、多くの学校行事や各種大会等が中止・縮小された中、子ども達、特に卒業生の

思い出作りに寄与するためドローンによる撮影を提案。撮影方法、撮影した動画の活用

方法などを先生方と卒業生に一緒になって考えてもらい進めたことで、とてもいい思い

出になったとの感想を得た。 

－反省点－ 

会議や活動準備等に例年以上の時間を要したため、役員や一部の先生方にはご負担を

かけてしまった。 

－改善案－ 

今年は 1年を通して、表立った活動を控えたため、親子の触れあいは必然的に下がっ

てしまった。来年度は状況を見ながら、保護者も一緒に活動に参加する、触れ合えるよ

うな活動に転換できるといいと思う。 



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名  吉原北中学校  会長名  西川 幸一         

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・感染症拡大防止のため、ほとんどの活動が中止になりました。

実施したのは、ＰＴＡ新聞の発行１回（成人教育部）、古紙回収の実施１回

（環境整備部）、県下一斉補導１回（生活指導部）です。

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを‐反省点‐に記入）

－具体的な効果－

  ＰＴＡ新聞・・・学校職員、ＰＴＡ役員、ＰＴＡ活動の紹介を行えた。

  古紙回収・・・収益金を得ることができた。

－反省点－

 特にありません。

－改善案－                    

 ・会員の負担軽減のため、ＰＴＡ活動の見直し、削減を行います。

  ＰＴＡ球技大会→中止

  ＰＴＡ古紙回収→中止

  ＰＴＡ新聞→年２回の発行を１回に

 ・令和 4年度に向けて、専門部の統廃合を検討していきます。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名  富士市立富士川第一中学校   会長名  三浦 隆慎    

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

【本   部】 ・本部、学校間の連携強化 （コロナ禍での活動の精選のために

理事会の打ち合わせを含め適宜必要な連絡を取り合った）

ＰＴＡ役員選出方法の改定、役員部員数の縮小

【生活指導部】 ・秋季交通安全・あいさつ運動

【環境整備・

体育保健部】 ・予定していた活動は全て中止

【成人教育部】 ・機関紙「ゆうかり」「ゆうかり瓦版」の発行

【家庭教育員会】 ・制服等リサイクル品の回収（バザーは中止） ・コサージュ発注

取り組みの効果

１． 有   ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを‐反省点‐に記入）

－具体的な効果－

【本   部】 ・コロナで各活動を中止にせざるを得ない状況の中、相談しながら学

校行事やＰＴＡ活動の精選や代替を行うことができた。

        ・ＰＴＡの理事１名と部員を６名ほど減らすことができた。

【生活指導部】 ・秋季交通安全・あいさつ運動では、動員人数を減らし規模を縮小し

て行ったが、マスクをしていても大きな声であいさつを交わすこと

ができて良かった。

【環境整備・

体育保健部】 ・予定していた活動は全て中止となったため、次年度に向けて意見交

換と引継ぎを行った。

【成人教育部】 ・ＰＴＡ行事はほとんどが中止となってしまったが、代替として行っ

た学校行事等を取り上げ、生徒の活躍を地域に発信することができ

た。ゆうかりの発行部数を減らした。

【家庭教育員会】 ・今年度はバザーを行うことができなかったが、次年度に向けてリ

サイクル品の回収は継続して行うことができた。コサージュ作り

が中止となったため、先生方にも希望を確認し完成品を業者に注

文した。

－反省点－

・今年度はＰＴＡ活動が全体的にほとんどできなかったため、活動がないま 

ま次年度に引き継ぐ形になり、今までの活動の反省を生かして実際に活動す

ることができるかに少し不安が残った。



－改善案－

・コロナ禍の中で、状況に応じてできる活動を検討していきたい。

【本   部】 ・ＰＴＡ役員選出方法や役員部員数については毎年検討し、地区ごと

の意見をふまえて必要に応じて変更していくことにした。

【成人教育部】 ・ゆうかりの印刷数の検討

【環境整備・

体育保健部】 ・体育祭が小中地区合同になるため、より活動の活性化を図りたい。



令和２年度 ＰＴＡ活動最終報告

学校名 富士市立富士川第二中学校  会長名  髙岡 和彦    

令和２年度重点活動の具体的な取り組み内容

・各専門部の活動内容を精選し、無理なく充実した PTA活動が実施できるよ
うにする

・二小及び学校運営協議会との連携を深め、地域と共に学校に関わる PTAを
目指す。

取り組みの効果

１． ○有    ２． 無（なぜ効果がでなかったのかを‐反省点‐に記入）

－具体的な効果－

・学校運営協議会の方との顔合わせを行い、共に学校を支えていく意識を確

認できた。

・二小ＰＴＡ理事と顔合わせを行うと共に、来年度以降の連携などについて

話し合いを進めることができた。

・ＰＴＡ評議員会の回数を１回減とし、ＰＴＡ役員の負担軽減につなげるこ

とができた。

－反省点－

－改善案－                    

  ・コロナの影響を受け、活動がほとんどできなかった。ＰＴＡ会則の改定

を行うことができたため、コロナ過においても支障なく活動が進められ

るよう工夫していきたい。


